
には、春の〈行田アート散歩〉に
つづいて、ＪＲ鴻巣駅から吹上
駅まで武蔵野の風景をバスで

めぐる〈鴻巣アート散歩〉を実施しました。
 中心テーマとして、おだやかな風土に育ち
ながらも強い個性をもち、独自な達成をした
２人の詩人と画家を設定しました。
　ひとりは鴻巣出身の詩人・秋谷豊
（1922‒2008）です。その墓がある光徳寺で
は、秋谷豊詩　館の館長の秋谷千春さん
から話をうかがいました。また、画家・須田剋
太（1906‒1990）については、生地の旧・吹
上町にある公民館で開催中の須田剋太展
を鑑賞し、須田剋太の評伝『画狂剋太曼陀
羅』（邑心文庫）の著者・加藤勉さんから話
をうかがいました。
　このほかに鴻巣市産業観光館ひなの里

では、国の重要無形民俗文化財「赤物」な
どの展示を観賞しました。また、渡辺綱が創
建したと伝えられる宝持寺では、渡辺綱を
描いた歌川国芳の浮世絵を立体木工で再
現した鈴木龍泉氏の作品を前にして、家紋
にオリオン星座がつかわれていることなどを
杉並区立科学館の茨木孝雄さんから説明
をお聴きしました。
　鴻巣市域から外れるということで〈行田
アート散歩〉にはコースに組みこめなかったも
のつくり大学にも行き、キャンパス内に復元さ
れたル・コルビュジエのカップ・マルタンの休暇
小屋を、学生の制作指導にあたった八代克
彦教授の説明を受けながら鑑賞しました。
　このあたりには、埼玉と東京の都市用水
に使われている武蔵水路が流れています。
利根川の水を荒川に導く取水地点の利根

大堰は上を道路が走り、その先の水路沿い
にも並行して道があるので、多くの人になじ
みのある風景になっています。ところが、水
路の最後にあたる荒川への合流地点では、
流れはあらあらしい音をたてて注ぎこみ、周
囲の穏やかな景色のなかで際立っていて、
参加者は驚かれていました。河川管理の関
係者くらいしか訪れる人のないところです
が、ふつうには目に入らないところに思いを
至らせること、異質なものに気づき発見する
こと、見る者に驚きを与えて気分を活性化す
ること―といった意味で、この場所はアート
そのものとはいわないまでも、アート的といっ
ていいのではないかと思います。
　秋の好天に恵まれ、いい散歩になりまし
た。（参加者 ： 28名）

渡辺恭伸（ＳＭＦ運営委員）

ＳＭＦアートバンク
＠GYODA

ＳＭＦアートバンク
＠KONOSU
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田アート散歩〉はその時期にし
ては暑すぎるくらいの陽気のも
と、ＳＭＦメンバーとその友人や

知人などを中心に合わせて20名ほどが参
加して開催されました。
　今回のアート散歩は、今後のＳＭＦの活動
の新しい一手となることを念頭において計
画されました。すなわち、埼玉県北部地域に
おける活動の展開です。これまでなかなか
この地域のアート活動の軸となるような人や
場所と関係を深めることができず、ＳＭＦの
活動においても「県北」は舞台になることが
できずにいました。僕はＳＭＦメンバーの中で
数少ないこの地域の生活者として、その状
況を変えるために何か一手を打ちたいと思
い、中村誠さんと相談して、とりあえずまずは
ＳＭＦメンバーに行田に来てもらい、アートの
感性でいろいろ見てもらおう、そうすればそ
こから次の展開が生まれるかもしれないとい
う考えにいたりました。
　そうして開催された〈行田アート散歩〉は
まず、はじめにバスでさきたま古墳公園へ
行って前玉神社を訪ねてから、持参したフ

ライとゼリーフライで軽めの昼食。そのままバ
スで行田の外郭をぐるっとまわり、見沼用水
路や田園風景を眺めました。それから市内
へ入り、バスを降りて徒歩でてくてく歩きまし
た。足袋と暮らしの博物館や牧禎舎などの
足袋関連のスポットを見学したり、かつて小
川だった名残の細い路地を歩いたり、現在
の風景の中に残っている歴史の跡をたどっ
たりました。また、行田市民大学（教育委員
会・ひとつくり支援課）の活動を牽引してい
る永島健雄さんには清善寺を案内していた
だき、商店街で呉服屋を営む曽原和子さん
には行田の歴史を語っていただきました。行
田で作家活動をしている岩井綾女さんには
その作品を観せていただき、高校生たちに
は部活でやっている演劇を観せてもらいま
した。
　散歩の最後に水城公園の東屋で参加者
の方がたから感想をいただきました。まさに
アートの視点からいろいろと示唆に富む意
見が出され、その中には「隙間」「ゆっくり」
「誇り」「歴史」などのいくつか共通するキー
ワードがありました。行田の先行きのことを考

鴻巣アート散歩「画家と詩人・水と街道をたどる」
2012年10月20日 

行田アート散歩「とりあえず いろいろ見てみよう」
2012年5月19日

えると人口減少や商店街の衰退など実質
的な課題にあおられて、つい焦ってしまいが
ちですが、こういうときこそ改めて冷静に客
観的な目でまちを眺め、鍵となる要素をきち
んと認識していく必要があると感じました。
　〈行田アート散歩〉から数ヶ月後、今度はと
なりの鴻巣でアート散歩が開催されました。
鴻巣にもまたいろいろとおもしろいスポットが
あり、県北地域の可能性を改めて感じまし
た。県北地域ではまだアートがはっきりとその
存在を主張できていないからこそ、アートが
その機能を発揮する機会がたくさん秘めら
れているのではないかと私は考えています。
ＳＭＦをはじめとして、さまざまなアート活動が
行田や鴻巣、その他の県北地域でももっと
盛んになるよう今後も努力していきます。

野本翔平（ＳＭＦ協力委員）

〈行

秋


